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原木椎茸を通して地域の魅力を後世に原木椎茸を通して地域の魅力を後世に
　首都圏でのイタリア料理の経験を経て、2021年に実家の原木椎茸栽培を
引き継ぎ、原木椎茸の魅力を広めるため原木椎茸の加工品販売業として泉
奥原農園を創業しました。
　加工商品はネット販売の他、河津町内では観光交流館、かま康などで販
売していますので、是非一度ご賞味ください。

　首都圏でのイタリア料理の経験を経て、2021年に実家の原木椎茸栽培を
引き継ぎ、原木椎茸の魅力を広めるため原木椎茸の加工品販売業として泉
奥原農園を創業しました。
　加工商品はネット販売の他、河津町内では観光交流館、かま康などで販
売していますので、是非一度ご賞味ください。
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商工業者数…………………525
小規模事業者数……………485
会　員　数…………………385

（会　員　内　訳）
　　商　業………………… 94
　　建設業………………… 87
　　観光サービス業………174
　　その他………………… 30
平成30 年度予算 66,430（千円）

商工会の現況（平成 30 年度当初）

商工業者数…………………511
小規模事業者数……………474
会　員　数…………………374

（会　員　内　訳）
　　商　業………………… 93
　　建設業………………… 83
　　観光サービス業………166
　　その他………………… 32
令和 4 年度予算 103,600（千円）

商工会の現況（令和 4 年度当初）
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
よ
り

商
工
会
員
、
ま
た
町
民
の
皆
様
方
に
は
、
商
工
会
事
業
に
、

ご
理
解
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
暮
れ
か
ら
、
ま
た
し
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
第
８
波
の
感
染
拡
大
が
続
き
、
ま
だ
ま
だ
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
に
、
近
年
こ
れ
だ
け
長
期
間
に
渡
り
、
出

口
の
見
え
な
い
逆
境
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
オ
イ
ル
シ

ョ
ッ
ク
や
バ
ブ
ル
崩
壊
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
で
さ
え
、

今
の
経
済
状
況
と
対
比
す
る
と
、
小
さ
な
こ
と
の
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

　

３
年
も
の
間
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
小
規

模
事
業
者
の
経
営
は
危
機
的
状
況
に
陥
っ
て
お
り
、
外
出

自
粛
や
消
費
マ
イ
ン
ド
の
低
下
、
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
、
更

に
、
材
料
費
の
高
騰
に
よ
り
急
激
な
物
価
高
と
な
り
、
商

売
も
生
活
も
よ
り
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
危
機
的
状
況
に
、
国
が
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と

し
て
、自
治
体
に
拠
出
し
た
「
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」
が
、

デ
ジ
タ
ル
基
盤
を
整
え
な
い
ま
ま
巨
費
を
地
方
に
注
い
だ

こ
と
で
、
本
当
に
支
援
が
必
要
な
住
民
に
効
率
よ
く
給
付

で
き
て
い
な
い
こ
と
に
、
不
満
が
続
出
し
て
い
ま
す
。
経

済
支
援
と
生
活
支
援
の
違
い
に
つ
い
て
も
分
か
り
に
く
く
、

誤
解
を
招
く
方
も
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
関
わ
ら
ず
、
新
し
い
時
代
に
は
、

変
化
を
受
け
入
れ
て
順
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
、

組
織
的
な
こ
と
で
あ
れ
、
技
術
的
な
こ
と
で
あ
れ
、
こ
の

よ
う
な
傾
向
は
、
今
後
も
続
い
て
い
く
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
予
想
す
ら
出
来
な
か
っ
た
逆
境

や
困
難
な
状
況
に
直
面
し
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
越

え
て
、
新
し
い
働
き
方
が
浸
透
す
る
時
代
に
突
入
で
き
る

か
が
、
事
業
や
組
織
を
進
め
る
上
で
重
要
と
な
り
ま
す
。

「
私
に
は
で
き
な
い
」
で
は
な
く
、「
何
が
で
き
る
」
と
考
え
、

現
場
を
知
り
、
観
て
聴
い
て
“
ど
う
動
く
か
！
”
苦
し
い

時
だ
か
ら
こ
そ
、
分
か
る
人
に
聞
き
、
共
に
助
け
合
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
前
向
き
な
行
動
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
河
津
町
商
工
会
で
は
昨
年
10
月
、
創
立
60
周
年

を
迎
え
、
節
目
と
し
て
式
典
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
設

立
以
来
、
商
工
会
を
支
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
諸
先
輩
方
や
、

関
係
団
体
の
ご
指
導
・
ご
支
援
の
賜
物
と
厚
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
私
が
一
番
感
じ
て
い
た
こ
と
と
し
て
、
多

く
の
事
業
者
の
存
在
は
、
そ
の
事
業
者
を
長
き
に
渡
っ
て
、

支
え
て
こ
ら
れ
た
従
業
員
さ
ん
た
ち
で
あ
り
、
感
謝
を
こ

め
商
工
会
か
ら
従
業
員
表
彰
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
３
月
に
は
、
伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
路
河
津

町
内
の
梨
本
・
逆
川
間
が
開
通
す
る
予
定
で
す
。
河
津
町
・

東
伊
豆
町
の
観
光
へ
通
じ
る
道
し
る
べ
と
し
て
、
大
切
な

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
名
称
は
、
河
津
七
滝
・
河
津
逆

川
と
発
表
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
伸
び
る
重
要
な
動
脈
で
あ
る

ア
ク
セ
ス
道
路
は
、
町
の
将
来
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す

と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
沢
田
・
田
中
地
区
に
お
い

て
は
、
一
般
的
に
考
え
た
場
合
、
流
入
人
口
の
増
加
に
よ

り
、
商
工
観
光
業
に
期
待
を
求
め
る
こ
と
は
当
然
と
思
わ

れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
住
み
や
す
い
町
と
な
り
、
定
住
人
口

の
増
加
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ク
セ
ス
道
路
の
早
期

実
現
は
、
県
と
町
と
周
辺
地
権
者
・
住
民
の
協
力
が
重
要

で
あ
り
、
商
工
会
に
お
い
て
も
、
町
と
共
に
県
へ
の
要
望

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
流
れ
も
含
め
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
国
が

最
優
先
す
る
経
済
対
策
に
併
せ
、
地
方
経
済
の
立
て
直
し

は
、
国
全
体
の
お
よ
そ
99
％
が
小
規
模
事
業
者
で
あ
り
、

そ
の
事
業
者
が
、
地
方
経
済
を
支
え
て
い
る
こ
と
を
再
認

識
し
、
商
工
会
事
業
者
の
事
業
継
続
を
最
優
先
し
、
全
力

で
伴
走
支
援
に
取
り
組
む
姿
勢
こ
そ
、
商
工
会
の
役
割
で

あ
り
、
ま
す
ま
す
重
要
と
さ
れ
ま
す
。

　

10
年
後
の
河
津
町
の
人
口
は
こ
の
ま
ま
で
は
、
6
0
0

0
人
を
割
る
予
測
も
出
て
い
ま
す
。
地
元
の
高
校
を
卒
業

し
、
就
職
場
所
は
限
ら
れ
、
働
く
場
所
が
な
い
か
ら
こ
の

街
に
は
住
め
な
い
。
大
学
・
専
門
学
校
を
卒
業
し
U
タ

ー
ン
就
職
を
希
望
し
て
も
、
働
く
場
所
が
な
い
で
は
、
人

口
の
推
移
は
減
少
す
る
ば
か
り
と
な
り
ま
す
。
商
工
会
員

の
中
に
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
高
齢
事
業
者
は
、
そ
の

対
応
に
苦
し
み
、
廃
業
を
ち
ら
つ
か
せ
な
が
ら
も
、
こ
う

し
た
若
い
社
員
の
受
け
入
れ
を
検
討
し
、
将
来
の
後
継
者

と
し
て
待
ち
わ
び
て
い
る
事
業
者
も
い
ま
す
。
商
工
会
の

経
営
指
導
員
は
時
代
の
変
化
に
添
い
、
過
去
に
な
い
経
営

サ
ポ
ー
ト
に
飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。

　

小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
厳
し
い
時
代
を
乗
り
切
る
為

に
、
役
職
員
一
同
一
丸
と
な
っ
て
、
地
域
経
済
の
活
性
化

と
、
会
員
事
業
者
の
経
営
発
達
を
、
推
進
・
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
更
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

2



　河津町商工会 60 周年を迎え、これまでの女性部
活動を振り返る中で、様々な事業が思い浮かびま
した。部員みんなで３日間かけて作ったところ天、
ビール祭りに出店したヨーヨーつり、桜まつりに
向けて行ったクリーン作戦、長年続けている福祉
施設へのお花の寄贈、コロナ禍では、手作りマス
クを町に寄贈したことは記憶に新しい事業です。
そのような中でも、平成１６年度「土佐の高知よ
さこい」ブームがあり、女性部でも「河津町を元
気に、町の活性化に繋げよう」と、一丸となって行っ
た河津町よさこいオリジナル曲の作成は、女性部
にとって新たなチャレンジでした。町に古くから
伝わる「河津囃子」をアレンジしたオリジナル曲「河
津囃子よさこいバージョン」を作成。平成 17 年２
月 10 日の河津桜まつりオープニングセレモニーで
初披露しました。

広報委員の選ぶ三大行事③広報委員の選ぶ三大行事③60周年
記念特別企画
60周年

記念特別企画

　平成 22 年８月には河津町代表として中国で開催
された上海万博に参加し、大舞台で「河津囃子よ
さこいバージョン」を披露した時は、海を渡り河
津の魅力を発信できたことが、とても感慨深く嬉
しく感じました。
　これらの事業を通じて、女性部の絆が深まった
だけでなく地域の方々との繋がりを持てたことは、
商工会女性部のとても大きな財産となり、後に製
作した「河津町新生総おどり 花こよみ」も多くの
町内外の皆さまにご協力いただき、完成すること
ができました。
　これからも町のシンボルである「河津桜」のよ
うに、女性部の事業が何年も地域にきれいな花を
咲かせ続けられるよう、部員一丸となって活動に
取り組んでいきます。

平成 17年 河津桜まつりオープニングセレモ二ーにて

令和 2年　

手作り布マスク寄
贈

平成 22年 上海万博にて河津囃子よさこいバージョン披露

平成 9年 ところ天作り

そ
う
ず
ら
〜
そ
う
ず
ら
〜
河
津
郷
♪

　ち
ょ
っ
く
ら
来
て
み
な

　寄
っ
て
み
な
♪

そ
う
ず
ら
〜
そ
う
ず
ら
〜
河
津
郷
♪

　ち
ょ
っ
く
ら
来
て
み
な

　寄
っ
て
み
な
♪

【 女性部の主なあゆみ 】
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◆ ◆ ◆ 新規加入会員の紹介 ◆ ◆ ◆
理事会に於いて承認された皆さまです。よろしくお願い致します。

令和4年9月9日～令和４年11月14日
理事会に於いて承認された皆さまです。よろしくお願い致します。

令和4年9月9日～令和４年11月14日

（荒天中止）河津町笹原　姫宮通り（荒天中止）河津町笹原　姫宮通り
9：00－12：009：00－12：00
3月26日㊐令和

５年
令和
５年軽トラ市軽トラ市

開催！！
軽トラ大集合！軽トラ大集合！ 野菜・果物・グルメ・食品・雑貨・手芸品など軽トラの荷台で展示販売致します。野菜・果物・グルメ・食品・雑貨・手芸品など軽トラの荷台で展示販売致します。

※新型コロナウイルス感染症の状況により中止となる事があります。※新型コロナウイルス感染症の状況により中止となる事があります。

マスク着用でご来場ください！

マスク着用でご来場ください！

事業所名 代表者名 業種 地区
《Hale’s☆Hale’s》 山崎真由美  
Manas　Cafe 上嶋　玲子 飲食
㈱アブソリュート 稲葉　琢 卸売 笹原
桜ざか 加藤　邦弘 宿泊 峰
小川工務店 小川　哲也 建築 見高

松崎町（特別会員）

東伊豆町（特別会員）

リラクゼーション

テント市開催テント市開催河津寄って軽トラ
市

河津寄って軽トラ
市

　12月11日（日）、河津町
笹原の姫宮通りにて「第
37回河津寄って軽トラ市」
を開催しました。今回はJA
ふじ伊豆河津桜支店駐車場
にて「テント市」も同時開催しました。
　軽トラ市はコロナの制限を緩和しての開催であり、展
示を含み36台が出店しにぎわいを演出しました。
　また、テント市会場にも河津町商工会の姉妹商工会で
ある愛知県・新城市商工会、経済産業支援協定を締結し
ている長野県・山形村商工会、伊豆下田法人会河津支
部、伊豆下田青色申告会河津支部など、各種団体計8
ブースが出展し、各種販売、啓発活動を実施しました。

　当日は9時の開始から多くの人出であり、12時の終了
時間まで人が絶えることなく1,300人（主催者発表）が来
場し、姫宮通りは大いに賑わいました。
テント市に出店の新城市商工会ブースでは、特産品の梅
の加工品やお茶製品、幻のお米「ミネアサヒ」などを、山形
村商工会ブースでは、特産品のりんご、長いも、ごぼう、生
そばを販売し、いずれのブースでも盛況でした。
　河津寄って軽トラ市は河津町産業経済連絡協議会主
催、河津町商工会が事務局を担当しており、本年度は今後
3月26日（日）に同会場での開催を予定しています。

河
津
寄
っ
て

寄
っ
て

軽トラ市の様
子

軽トラ市の様
子

テント市の様子テント市の様子

と

　
青
年
部
事
業
報
告

青
年
部
視
察
研
修

　

青
年
部
で
は
11
月
28
日
、
静
岡

市
葵
区
に
あ
る
「
ガ
イ
ア
フ
ロ
ー
静

岡
蒸
溜
所
」
へ
視
察
研
修
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
「
ガ
イ
ア
フ
ロ
ー
静
岡
蒸
溜

所
」
は
２
０
１
６
年
当
時
全
国
で

10
ヶ
所
目
の
ウ
ィ
ス
キ
ー
蒸
溜
所
で

あ
り
、
県
内
産
の
桜
チ
ッ
プ
を
使
い

静
岡
ら
し
い
ウ
ィ
ス
キ
ー
を
製
造
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
今
流
行
っ
て
い
る
「
ク

ラ
フ
ト
ウ
ィ
ス
キ
ー
」
と
い
う
言
葉

を
生
み
出
し
た
会
社
で
も
あ
り
ま

す
。

※
ク
ラ
フ
ト
ウ
ィ
ス
キ
ー
と
は
「
小

規
模
蒸
溜
所
（
ク
ラ
フ
ト
・
デ
ィ
ス

テ
ィ
ラ
リ
ー
）」
で
製
造
さ
れ
る
ウ
ィ

ス
キ
ー
を
表
し
ま
す
。

帰
り
は
清
水
港
〜
土
肥
港
を
75
分

で
結
ぶ
「
駿
河
湾
フ
ェ
リ
ー
」
を
利

用
し
ま
し
た
。
県
中
部
、
西
部
の

方
が
伊
豆
へ
来
る
ル
ー
ト
と
さ
れ
ま

す
が
、
実
際
に
乗
船
し
快
適
さ
に

驚
き
ま
し
た
。
今
後
伊
豆
へ
来
る

観
光
客
へ
の
新
し
い
ル
ー
ト
と
し
て

期
待
し
た
い
で
す
。

　

青
年
部
で
は
今
後
も
、
地
元
を

活
性
化
す
る
取
り
組
み
の
参
考
と

な
る
視
察
研
修
を
し
、
盛
り
上
げ

て
い
く
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。ガイアフロー静岡蒸溜所工場内にてガイアフロー静岡蒸溜所工場内にて駿河湾フェリー船上にて駿河湾フェリー船上にて
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